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資料１



利用促進策の検討
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前回WGの振り返り
・通学、観光をメインターゲットとする
・マーケティングだけでは直面している問題の解決は難しい（のでは？）
・利用可能性のある・利用を増やしたい需要を積み上げることは重要
・施設の配置や誘導、居住地誘導などのまちづくりも検討すべき
（需要の分布を変える ⇒ 現在の需要分布を前提としたマーケティングを超えた検討）

利用促進（短期）

ターゲット

通学

観光

利用促進（中長期）

ターゲット

施設配置・誘致

居住誘導

STEP1（第３回WG）： 仮説レベルでの需要積み上げ、利用促進策のアイデアだし
アイデア共有、連携検討

これからの検討の流れ（案）
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第３回WGまでのワーク

利用促進（短期）

ターゲット

通学

需要

供給

観光

需要

供給

：高校アンケート調査

：自治体ワークシート①
最寄り駅から学校までの移動手段

：関係者ワークシート②
２つのアプローチで検討
（１）ターゲット設定⇒策検討
（２）策設定⇒ターゲット検討
※（2）は観光列車を例として検討

利用促進（中長期）

ターゲット
まちづくり

施設配置・誘致

居住誘導

：関係者ワークシート③
駅別にアイデアを検討


